
カスタマー・ハラスメント対応指針 

 

【前提】 

私達は、世界に誇れるプロレスリング文化の醸成・発信のためには、ファンの皆様と、プロ

レスラー・スタッフとの間の強固な信頼関係が根底にあるべきと捉えています。ファンの皆

様とプロレスラー・スタッフが相互に尊重しあい、健全な観戦環境を整えることが、プロレ

スリングの社会的地位の向上に直結することは言うまでもありません。 

 

現状、大多数の良識あるファンの皆様には、マナーと節度を守ってプロレスを応援いただい

ており、これにより日本のプロレスリング文化が支えられています。しかしながら、残念な

ことに、稀にではありますが、ごく一部のファンの方の行き過ぎた要求や行動により、プロ

レスリングの現場で戦うプロレスラーやスタッフが傷つき又は疲弊してしまう事案も存在

することは事実です。 

 

こうした状況を踏まえ、良識あるファンの皆様の権利や観戦環境を守りつつ、プロレスラ

ー・スタッフの就業環境を安全に保ち、持続可能なプロレスリング文化の発展を維持するた

め、以下のとおりカスタマー・ハラスメント対応指針を策定します。 

 

【定義】 

カスタマー・・ハラスメントの定義は、東京都カスタマー・ハラスメント防止条例第２条第５

号に準じます。 

 

【対応指針】 

当連盟は、カスタマー・・ハラスメントを許容せず、毅然と対応いたします。また、当連盟の

会員（正会員及び賛助会員をいいます。以下同様とします。）にも、同様の対応を期待しま

す。 

 

当連盟は、当連盟又は会員の就業者（当連盟又は会員の役職員・出場プロレスラー等を含み、

総称して「当連盟就業者」といいます。）に対し、カスタマー・ハラスメントに該当し得る

事案が発生した場合、被害を受けた会員又は当連盟就業者等と協議の上、カスタマー・ハラ

スメントを行った方に対し、当連盟又は当連盟会員の主催興行の出入禁止、当連盟就業者と

の接触禁止、その他のサービス・商品の提供の中止等、必要な措置を講じさせていただくこ

とがあります。 

 

また、特に悪質なカスタマー・・ハラスメントに対しては、被害を受けた会員又は当連盟就業

者の意向を尊重しつつ、外部の専門家（弁護士等）・専門機関（警察等）に相談の上、民事



上及び刑事上の法的措置を検討します。 

 

【対象となる行為の一例】 

カスタマー・・ハラスメントには、当連盟就業者に対する以下の行為を含みますが、これらに

限定されません。 

 

暴言や暴力： 

⚫ 暴力行為、威圧的な言動、暴力的な振る舞い 

⚫ 暴言、威嚇、強要、強迫、侮辱、誹謗中傷、恫喝、過度な追及・叱責 

⚫ インターネット・SNS でのコメントや投稿等による人格否定や個人攻撃 

⚫ 犯罪・加害予告、業務妨害予告 

⚫ 反社会的勢力等との関係を誇示又は示唆した脅し 

 

過度又は不当な要求行為： 

⚫ 無許可での会場、オフィス、関連施設等における来訪又は居座り 

⚫ 電話やメールを含む長時間の拘束行為、執拗な連絡・問い合わせ 

⚫ 合理性のないチケット・商品等の変更や交換の要求行為、金銭補償・返金の要求行為 

⚫ 合理性のない対応や謝罪の要求・強要行為 

⚫ 社会通念上相当な範囲を超える商品・サービス（ファンサービスを含む）の要求行為 

⚫ 過度な組織内処罰・処分の要求行為 

 

プライバシーの侵害 

⚫ プライベートな領域への過度な介入、不当な個人情報の暴露 

⚫ 無断での撮影・・録画・・撮撮や録音・撮聴等・（団体 の会場・催事場等において明示的に

許容されるものを除く） 

⚫ つきまとい、ストーカー行為（SNS・インターネット上において執拗に DM、コメント、

投稿等を行う行為を含む） 

 

セクシュアル・ハラスメント行為： 

⚫ 性別・性的指向・性自認・性的特徴に関する差別的な言動 

⚫ 同意のない身 的接触、身 的接触の要求行為 

⚫ 性的な言動、性的目的での文章・画像・動画等の作成・投稿・送付 

 

その他のハラスメント行為： 

⚫ 名誉毀損・信用毀損行為 

⚫ 人種・民族・・籍 、肌の色その他の身 的特徴、年齢、宗教、言語、門地、障害の有無、



職業等に関する差別的な言動 

⚫ その他当連盟において、当連盟就業者の就業環境を著しく害すると判断する言動 

 

【ファンの皆様へのお願い】 

当連盟及び会員は、プロレスリングに関わる全てのプロレスラー・スタッフの尊厳を守る就

業環境の維持のため、全力で取り組んで参ります。ファンの皆様におかれましては、上記の

方針についてご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

［本方針は、2026・年・6・月・19・日の一般社体法人日本プロレスリング連盟理事会において、

全・員一致で承認されました。］ 


